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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安の定着と堅調な内需に支えられて緩やかな回復基調が

続いているものの、消費増税後の国内景気の持ち直しは鈍く、一部に弱さが見られる形で推移しました。また、

設備投資に関しては足踏み状態となっており、底堅く推移しているものの力強さに欠ける状況となっておりま

す。他方、世界経済は米国における企業部門の業績回復や個人消費の増加、雇用情勢の改善等を背景に緩やかな

回復基調にあるものの、欧州景気の下押し懸念や新興国経済の減速への警戒感等もあり先行きは不透明な状況で

推移しました。                               

当社グループを取り巻く経営環境を見ると、中国を中心にスマートフォン関連の需要が堅調に推移し、当社グ

ループの主要な取引先である光学・電子デバイス業界を下支えしました。期の前半では当社グループに対する引

合いや問合せが増え、設備投資に変化の兆しが見えておりましたが、後半になると慎重な姿勢となり小康状態と

なりました。 

こうした環境の中、当社グループでは海外を中心とした好調な市場に向けた拡販に注力してまいりました。特

にスマートフォン向けの光学・電子デバイス業界では設備投資に意欲的であり、受注を積み上げることができま

した。また、既存技術を応用できる分野や新規市場の開拓にも積極的に取り組んでまいりました。 

生産面では、機構の見直し等によるメンテナンス性改善やコストダウン、社内検査の強化による品質向上に積

極的に取り組むとともに、生産量増加にともなう生産効率向上による原価低減に努めてまいりました。 

損益面では当初計画に対し、売上高はやや下回ったものの、継続的な固定費抑制への取り組みや原価低減の推

進により利益は上回ることができました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、受注高39億69百万円（前年同四半期比38.6％増）、売上高35

億81百万円（同54.2％増）となりました。 

損益につきましては、経常利益68百万円（前年同四半期は２億30百万円の経常損失）、四半期純利益68百万円

（前年同四半期は３億33百万円の四半期純損失）となりました。 

  

セグメントの業績は以下のとおりであります。 

なお、当第２四半期連結会計期間より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、当第

２四半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。 

①真空技術応用装置事業 

真空技術応用装置事業の業績につきましては、全体的にはユーザの設備投資に対する姿勢は依然として慎重

でしたが、スマートフォン関連の設備投資は活発でした。また、既存技術を応用できる分野や新規市場の開拓

にも注力してまいりました。 

受注高は30億56百万円（前年同四半期比32.9％増）、売上高は26億68百万円（同61.5％増）、セグメント利

益は２億46百万円（前年同四半期は76百万円の損失）となりました。 

業界別の状況は以下のとおりであります。 

  
（水晶デバイス装置） 

水晶デバイス業界では、最新装置の拡販を中心に推進してまいりました。 

水晶デバイス装置の受注高は６億10百万円（前年同四半期比5.7％減）、売上高は６億53百万円（同15.6％

増）となりました。 

  
（光学装置） 

光学業界では、中国、台湾を中心としたアジア市場を中心に営業活動を推進してまいりました。スマートフ

ォン向けの光学部品の増産を背景に堅調に推移しました。 

光学装置の受注高は13億40百万円（前年同四半期比21.5％増）、売上高は14億８百万円（同208.1％増）とな

りました。 
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（電子部品装置・その他装置） 

電子部品業界では、既存技術応用分野の開拓を積極的に推進してまいりました。ボリュームとしてはまだ十

分ではありませんが、既存顧客のほか新規顧客からの受注に結びつけることができました。 

電子部品装置・その他装置の受注高は11億５百万円（前年同四半期比101.0％増）、売上高は６億７百万円

（同3.7％減）となりました。 

  
②サービス事業 

サービス事業につきましては、ユーザーに納入済みの装置に対する改良工事等は順調に推移しましたが、消

耗部品等の販売は計画に対して下回りました。 

サービス事業の売上高は９億12百万円（前年同四半期比36.4％増）セグメント利益は２億７百万円（同

130.3％増）となりました。 

  
（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は71億42百万円となり、前連結会計年度末に比べ15億79百万

円増加しました。これは主に現金及び預金が３億１百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が12億77百万

円、仕掛品が５億95百万円増加したことによるものです。固定資産は、30億70百万円となり、前連結会計年度

末に比べ74百万円減少しました。これは主に有形固定資産及び無形固定資産が減価償却等により57百万円減少

したことによるものです。 

この結果、総資産は102億13百万円となり、前連結会計年度末に比べ15億４百万円増加しました。 

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は34億58百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億78百万

円増加しました。これは主に支払手形及び買掛金が９億45百万円、短期借入金が３億50百万円増加したことに

よるものです。固定負債は15億51百万円となり、前連結会計年度末に比べ98百万円減少しました。これは主に

退職給付に係る負債が88百万円減少したことによるものです。 

この結果、負債合計は50億10百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億80百万円増加しました。 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は52億３百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億24百

万円増加しました。これは主に利益剰余金が１億62百万円増加したことによるものです。 

負債も増加した結果、自己資本比率は50.9％（前連結会計年度末は58.3％）となりました。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成27年３月期の連結業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間における業績の進捗を勘案し、業績

予想の見直しを行った結果、平成26年５月９日付「平成26年３月期決算短信」にて発表いたしました業績予想を

修正いたしました。 

詳細につきましては、本日（平成26年11月11日）公表いたしました「平成27年３月期第２四半期累計期間業績

予想数値と実績値の差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債

権の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間

及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が94,805千円減少し、利益剰余金が94,805

千円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

に及ぼす影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 1,343,189 1,041,420 

    受取手形及び売掛金 1,719,729 2,997,253 

    商品及び製品 3,797 2,997 

    仕掛品 2,063,958 2,658,983 

    原材料及び貯蔵品 290,986 225,739 

    繰延税金資産 36,953 46,363 

    その他 105,194 170,159 

    流動資産合計 5,563,808 7,142,917 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 757,186 725,576 

      機械装置及び運搬具（純額） 107,354 75,572 

      土地 2,109,669 2,109,669 

      その他（純額） 31,119 40,624 

      有形固定資産合計 3,005,331 2,951,443 

    無形固定資産     

      その他 35,768 32,635 

      無形固定資産合計 35,768 32,635 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 99,594 82,096 

      その他 84,318 84,298 

      貸倒引当金 △79,741 △79,741 

      投資その他の資産合計 104,172 86,654 

    固定資産合計 3,145,272 3,070,733 

  資産合計 8,709,080 10,213,650 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 1,474,475 2,419,990 

    短期借入金 56,533 406,533 

    未払費用 140,472 132,604 

    未払法人税等 26,230 27,939 

    賞与引当金 83,167 130,057 

    製品保証引当金 58,000 94,000 

    工事損失引当金 43,200 77,900 

    その他 97,723 169,308 

    流動負債合計 1,979,802 3,458,333 

  固定負債     

    社債 800,000 800,000 

    長期借入金 200,000 200,000 

    退職給付に係る負債 515,515 427,000 

    繰延税金負債 25,419 13,962 

    その他 109,411 110,972 

    固定負債合計 1,650,347 1,551,934 

  負債合計 3,630,150 5,010,267 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 2,177,105 2,177,105 

    資本剰余金 2,753,975 2,753,975 

    利益剰余金 302,518 465,380 

    自己株式 △278,091 △278,091 

    株主資本合計 4,955,506 5,118,368 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 36,538 25,267 

    為替換算調整勘定 91,516 67,825 

    退職給付に係る調整累計額 △4,630 △8,078 

    その他の包括利益累計額合計 123,423 85,014 

  純資産合計 5,078,930 5,203,382 

負債純資産合計 8,709,080 10,213,650 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 2,321,824 3,581,090 

売上原価 1,997,133 2,820,194 

売上総利益 324,690 760,896 

販売費及び一般管理費 587,383 667,655 

営業利益又は営業損失（△） △262,692 93,240 

営業外収益     

  受取利息 241 280 

  受取配当金 186 201 

  受取賃貸料 6,144 6,077 

  為替差益 41,525 - 

  その他 1,859 3,757 

  営業外収益合計 49,956 10,317 

営業外費用     

  支払利息 6,082 5,335 

  売上割引 4,970 2,128 

  為替差損 - 22,319 

  賃貸物件関係費 3,571 1,139 

  その他 2,680 4,065 

  営業外費用合計 17,304 34,988 

経常利益又は経常損失（△） △230,040 68,569 

特別損失     

  固定資産除却損 121 9 

  特別損失合計 121 9 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△） 

△230,162 68,560 

法人税、住民税及び事業税 30,222 15,324 

法人税等調整額 72,848 △14,820 

法人税等合計 103,070 503 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主
損益調整前四半期純損失（△） 

△333,233 68,056 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △333,233 68,056 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主
損益調整前四半期純損失（△） 

△333,233 68,056 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 3,709 △11,270 

  為替換算調整勘定 69,317 △23,691 

  退職給付に係る調整額 - △3,447 

  その他の包括利益合計 73,026 △38,409 

四半期包括利益 △260,206 29,647 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 △260,206 29,647 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整
前四半期純損失（△） 

△230,162 68,560 

  減価償却費 57,536 55,413 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） △470 - 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 2,841 

  役員賞与引当金の増減額（△は減少） △13,000 - 

  賞与引当金の増減額（△は減少） △73,467 46,890 

  製品保証引当金の増減額（△は減少） 29,000 36,000 

  工事損失引当金の増減額（△は減少） 2,000 34,700 

  受取利息及び受取配当金 △427 △482 

  支払利息 6,082 5,335 

  売上債権の増減額（△は増加） 1,444,692 △1,295,914 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △180,970 △562,153 

  未収消費税等の増減額（△は増加） 47,212 △51,166 

  仕入債務の増減額（△は減少） △766,110 975,934 

  未払消費税等の増減額（△は減少） 41 618 

  その他 △49,381 64,447 

  小計 272,574 △618,974 

  利息及び配当金の受取額 429 484 

  利息の支払額 △6,920 △5,901 

  法人税等の還付額 37,122 - 

  法人税等の支払額 △16,710 △13,934 

  役員退職慰労金の支払額 △26,900 - 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 259,596 △638,326 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の預入による支出 △1,203 △1,203 

  有形固定資産の取得による支出 △1,345 △837 

  その他 1,957 - 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △591 △2,040 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） 70,232 350,000 

  配当金の支払額 △61,474 △61 

  
ファイナンス・リース債務の返済による支
出 

△12,544 △4,857 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △3,786 345,081 

現金及び現金同等物に係る換算差額 17,366 △7,687 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 272,585 △302,973 

現金及び現金同等物の期首残高 942,625 1,316,138 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,215,210 1,013,165 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

  

  

  

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日） 

該当事項はありません。 
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（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書上額との差額及び当該差額の主な内容

（再調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

 

    (単位：千円) 

  真空技術応用装置事業 サービス事業 合計 

売上高       

  外部顧客への売上高 1,757,871 563,952 2,231,824 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

4,909 6,556 11,466 

計 1,762,781 570,509 2,333,290 

セグメント利益 △23,970 37,950 13,975 
 

  (単位：千円) 

利益 金額 

報告セグメント計 13,975 

セグメント間取引消去 25,961 

全社費用 (注) △302,629 

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △262,692 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書上額との差額及び当該差額の主な内容

（再調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

当社グループの組織管理体制の見直しに伴い、当第２四半期連結会計期間より、従来「真空技術応用装置事

業」に含めておりました真空技術応用装置の改造工事及び移設工事等を「サービス事業」に含めて記載する方

法に変更しております。 

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の区分方法により作成したものを記載

しております。 

 

    (単位：千円) 

  真空技術応用装置事業 サービス事業 合計 

売上高 

  外部顧客への売上高 2,668,422 912,667 3,581,090 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

20,413 4,578 24,991 

計 2,688,836 917,245 3,606,081 

セグメント利益 246,145 207,622 453,768 
 

  (単位：千円) 

利益 金額 

報告セグメント計 453,768 

セグメント間取引消去 5,976 

全社費用 (注) △366,503 

四半期連結損益計算書の営業利益 93,240 
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４．補足情報 

（１）生産、受注及び販売の状況 

①生産実績 

当第２四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

    （注）１．上記の金額は販売価格によっております。 

     ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

②受注実績 

当第２四半期連結累計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

    （注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 

セグメントの名称 

当第２四半期連結累計期間   
（自 平成26年４月１日   

前年同四半期比(％) 
    至 平成26年９月30日）  

（千円） 

 真空技術応用装置事業     

     水晶デバイス装置 653,202 115.6 

   光学装置 1,408,197 308.1 

   電子部品装置 574,223 91.1 

   その他装置 32,800 －

   真空技術応用装置事業計 2,668,422 161.5 

 サービス事業     

   部品販売 421,657 100.7 

   修理・その他 489,758 195.8 

     サービス事業計 911,415 136.2 

合計 3,579,838 154.2 
 

セグメントの名称 

当第２四半期連結累計期間            
（自 平成26年４月１日            

            至 平成26年９月30日）  

受注高（千円） 
前年同四半期比

（％） 
受注残高（千円） 

前年同四半期比
（％） 

 真空技術応用装置事業       

     水晶デバイス装置 610,797 94.3 418,900 107.8 

   光学装置 1,340,614 121.5 1,336,969 134.0 

   電子部品装置 1,041,010 283.2 923,621 562.4 

   その他装置 64,533 35.4 129,733 73.9 

   真空技術応用装置事業計 3,056,955 132.9 2,809,223 162.8 

 サービス事業         

   部品販売 422,908 100.9 － － 

   修理・その他 489,758 338.0 － － 

     サービス事業計 912,667 161.8 － － 

合計 3,969,622 138.6 2,809,223 162.8 
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③販売実績 

当第２四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

   （注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。 

    ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

セグメントの名称 

当第２四半期連結累計期間   
（自 平成26年４月１日   

前年同四半期比(％) 
    至 平成26年９月30日）  

（千円） 

 真空技術応用装置事業   

     水晶デバイス装置 653,202 115.6 

   光学装置 1,408,197 308.1 

   電子部品装置 574,223 91.1 

   その他装置 32,800 － 

   真空技術応用装置事業計 2,668,422 161.5 

 サービス事業     

   部品販売 422,908 100.9 

   修理・その他 489,758 195.8 

     サービス事業計 912,667 136.4 

合計 3,581,090 154.2 
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